定例市政記者クラブ・市長懇談会（１月分）の結果について
日時：平成２３年１月７日（金）午後２時０５分～２時２５分
場所：市役所２階第３委員会室
出席者：（１）市政記者クラブ１０社
【北海道新聞社、釧路新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、毎日新聞社、日本経済新聞社、共同通信社、時事通信社、ＨＴＢ、ｕｈｂ】
（２）市長ほか１２人
会 見 内 容

1． 話題提供（４項目）

１．森林資源活用円卓会議を中心にした取り組みについて
■　釧路市は、平成１７年の３市町合併によりまして、市全体の面積の約７４パーセントを森林が占めることとなりました。この豊かな森林資源の有効活用策を検討するために、昨年１１月に森林関係者や学識経験者などの皆さんにご参加いただき「釧路森林資源活用円卓会議」を設置いたしまして、１２月には木材を供給する側の関係者の皆さんによる「川上部会」も開催したところであります。
■　その一環として、今月２１日には、市内の事業者が林野庁補助事業を活用し、全国に先駆けて、最新鋭の林業機械を導入した事業の現地検討会が予定されているところであります。
■　これは、木材生産性の向上とコスト低減を目指して「釧路森林資源活用円卓会議」と連携を取りながら進めている事業でございますので、ぜひ取材をいただきますようお願いいたします。
■　今後、木材を活用する関係者の皆さんによる「川下部会」も開催しまして、長期的な視野に立ってコストの削減、木材製品などの高付加価値化などの議論も深めてまいりたいと思っております。
■　こうした取り組みを通じて、東北海道の拠点都市としての都市機能もあり、森林もあり、消費地でもあるこの釧路地域の中で、林業や林産の活用モデルを築き上げて、森林資源を持続的に利用する取り組みを全道、全国に発信していきたいと考えております。

■　釧路市の財政健全化に向けて、経常的な収支不足を解消するとともに、釧路市土地開発公社および株式会社釧路振興公社の抱える多額の負債を整理し、将来的な市の財政に与える大きな不安を解消するため、このたび「釧路市財政健全化推進プラン」を策定いたしました。
■　プランでは、経常的な収支不足約１１９億円と、第三セクターである土地開発公社・振興公社の処理費用約１４６億円の、合計約２６５億円について、平成２３年度から平成３８年度までの今後１６年間で解消することを目標としております。
■　具体的な取組事項といたしましては、事務事業等の見直し、使用料・手数料等の見直し、公共施設の見直し、公債費の抑制、議会改革による効果、総人件費の抑制などに取り組むこととしております。
■　特に、第三セクターの処理費用約１４６億円につきましては、１２月議会でも議論のあったところでありますが、市民の皆様方に負担をかけることなく、市役所内部の経費などの削減により対応すべきと考えております。
■　このため、事務事業等の見直しのうち内部管理経費の縮減約１８億円、議会改革による効果約８億円、総人件費の抑制約１２３億円による効果額の合計約１４９億円により、対応してまいりたいと考えております。
■　これらの取組事項につきましては、９日からの予算ヒアリングにおいて事務事業等をしっかりと見極め、平成２３年度予算に反映させてまいりたいと考えております。

■　なお、このプランによる取組内容について、私や松浦・小松両副市長が市民の皆様に説明する「住民説明会」を開催いたします。日程は２月１日から８日にかけて、市内５つの会場となりますので、報道方よろしくお願いいたします。また、１月中の各種団体等の催しにおいても、本プランの趣旨について市民の皆様に御理解いただけるよう、説明してまいりたいと考えております。

■　音別地域にとって長年の懸案事項でありました、釧路市立音別幼稚園と音別保育園増改築工事が、昨年１２月２０日に完成しました。これに伴い、１月１６日（日）、午前１１時より、同施設において記念式典を開催いたします。
■　従来の音別保育園は昭和４３年に創設されて以来４３年、音別幼稚園は昭和５３年に創設されて以来３３年が経過し、老朽化が進んでいたことから、幼稚園と保育園の合築施設として、今回、増改築工事を行ったものであります。
■　新しい施設の延床面積は917㎡で、幼稚園部分が527㎡、保育園部分が389㎡となっております。この度の増改築工事により、建物や設備が新しくなったことは勿論のこと、よりよい環境の中で、質の高い幼児教育と保育の充実が図られることとなります。
■　具体的には、幼稚園では「釧路市幼児教育振興計画」に対応するため園児室を３か所配置しております。また、保育園では、これまで一つの部屋で行っていた寝食を分離するため、ランチルームと睡眠室を新たに配置しました。新設された調理室では、幼稚園と保育園の給食を同時に調理し、暖かい給食を提供することにより、園児たちの食育に関する指導にも効果があるものと期待しております。
■　新しい施設への通園は、保育園が１月１１日（火）、幼稚園が１月１８日（火）からとなっております。
■　なお、記念式典では両園児による「くす玉割り」と「歌と遊戯」の披露などを予定しており、音別地域の関係者や保護者の皆様にとっても楽しい想い出として残るよう企画しております。

■　くしろ氷まつりは、例年通り２月開催で、２月５日（土）と６日（日）の２日間を会期として開催することとなりました。
■　会場は、栄町平和公園Ｂ面に設置していた滑り台を含む氷雪像を観光国際交流センター前庭に集約することとしまして、お客様の移動負担を軽減するとともに、メイン会場としてのスケールアップを図ります。また、ＭＯＯエプロンでの「氷の迷路」なども開催いたします。
■　今年の主な内容でありますが、２月５日（土）に「氷像引渡し式」やキャラクターショー、北海道新聞社主催の「道新EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はな),華)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(び),火)ファンタジア」などを行い、６日（日）には、歌謡ステージや釧路新聞社主催の「宝くじ付きもちまき大会」などが行われます。
■　先程、お話しましたように、例年栄町平和公園Ｂ面に設置していた、氷雪像や滑り台は、観光国際交流センター前庭に移設し、今年も陸上自衛隊など８団体の皆さんが制作するとともに、観光国際交流センター内では、「釧路地場工業展示会メイド・イン・くしろ」や「消費者まつり」が行われる予定となっております。
■　また、各会場ではお買い物をしていただいたお客様に「抽選会補助券」を配布し、観光国際交流センターの会場にて補助券５枚で１回抽選できます。是非、ご家族・お友達などお誘いあわせのうえ、冬の釧路を楽しんでいただきたいと思っております。
【質　疑　要　旨】
（質問）

・　財政健全化推進プランが策定され、財政状況がかなり厳しい状況と思われます。人件費抑制や事務事業の見直しなど内部努力で取り組もうとするとのことですが、厳しい状況がしばらく続くと市民生活にも影響が出てくると思われますが、そのことについてお伺いしたいと思います。
（市長）

・　今、大きな課題としては、１つは、集中改革プランを実行してきましたが経常的な収支不足が発生して解消されずに今後の１６年間で１１９億円となっております。このことは、財政の本来の改革すべき問題です。もう１つは、第三セクターの解散・精算に要する費用が１４６億円となり、この費用は三セク債で対応いたします。そのうち、三セク債に要する経費は、市役所内部の経費などの削減により対応すべきと考えております。一方、経常的な収支不足１１９億円は、市民生活に関わるものを含めて事務事業の見直しを行うことで分けております。そういった意味では、トータルの中で、財政健全化推進プランは、市民生活に影響を与えることには、なると思います。
（質問）

・　このプランを策定する時には、人口減は見込んでいるのか、また、見込んでいるのであれば、どれぐらいの減少率なのか、お伺いしたいと思います。
（市長）

・　人口減は見込んでおり、総合計画の最終年次であります平成２９年度で１６万人という数値を推計しておりますので、その数値を見ながら、国勢調査の数値等も加味しながら推計しております。
（質問）

・　このプランは、毎年検証していくのか、お伺いしたいと思います。

（市長）

・　毎年、実態を示していきます。今は、赤字等にならないように見たプランです。ただその中で、様々な状況変化が考えられますので、それらもふまえて実態を明らかにすることを進めていきたいと考えております。
（質問）

・　くしろ氷まつりの開催期間や会場が縮小されますが、今回は、財政健全化も考えての開催になっているのか、お伺いしたいと思います。
（市長）

・　くしろ氷まつりの会期については、昨年までの３日間は初日に氷像の引渡しのみを行い実質２日間開催してまいりました。天候によっては、最終日に氷像が融けて滑り台などが使用できないことがありました。そのため、今年は最終日まで氷像を維持するために、製作者からの引渡し日を開会日に行うようにし、２日間の日程となっております。会場については、観光国際交流センターに集約することにより、観客の会場移動の軽減を図ることができると考え、集約いたしました。



























４．第４７回くしろ氷まつりの開催について




















３．釧路市立音別幼稚園・音別保育園 増改築記念式典の開催について





２．「釧路市財政健全化推進プラン」の策定について
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